

























































































































0。 3．24 0．69 4．69
30。 3．20 0．58 3．17
0．0
60。 3．21 0．71 4．78
90。 3．05 0．74 4．34
oo 3．05 0．58 3．50
30。 3．24 0．77 6．17
0．5
60。 3．36 0．65 4．31
90。 2．98 0．72 5．41
0。 3．20． 0．45 3．45
30。 3．02 0．76 5．89
1．0
60。・ 3．07 0．47 2．67








0。 2．75 0．35 3．50
30ρ 2．69 0．40 4．03
0．0 45。 2．60 0．47 4．43
600 2．64 0．35 3．55
goo 2．92 0．53 4．97
0。 2．61 0．57 5．67
300 2．74 0．63 6．07
0．5 45。 2．57 0．60 5．33
60。 2．56 0．59 5．69
90。 2．86 0．69 7．37
0。 2．78 0．67 5．99
30。 2．79 0．60 5．28
1．0 45。 2．69 0．71 7．52
60。 2．69 0．73 7．92
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Fig．7　Effective　Stress　Ratio－Pdncipal　Strains　Rela－
　　　tionship　for　CIU，　CKoU
（b＝0）で（σ∫1耐）ノはβ漏30。で最小値，β＝600で
最大値を示すが，伸張側（bニ0．5～1．0）では，相反
する傾向を示す。cKou（Fig．9（b））では，　cIuに比
べ全体的にβの影響が小さくなっていることが分かる。
CIUの圧縮条件（b＝0）におけるβと（σf1磁）ノの
関係は，鬼塚ら3）の結果と全く同様であり，潜在す
べり面と推積面のなす角度から，この特性は定性的に
説明し得る。なお，βが0。～45。とβが45。～90。では
反対の様相を示すとの知見は，三笠らDのいう主働
せん断・受働せん断が，それぞれ圧縮・伸張と対応し
ていると考えれば説明がつく。
　Fig．10は，縦軸に破壊時の有効応力比の最大値と最
小値の差Dmをとり横軸にb値をとって関係を示した
ものである。いずれのb値においても，D魏はCKoU
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よりもCIUの方が大きい。これは，　CIUの方がより
異方性が保存されていることを明らかにしている。b
値が0から．1に移行するに伴い，CIU，　CKoUともに
D加の差及び，それぞれのD擢の値が大きくなってい
る。これは，b＝0（圧縮側）からb＝1．0（伸張側）
になるにつれ，強度特性（σ1’1σぎ）∫が構造異方性の
影響をより強く受けることを意味し，さらに圧密過程
の相違による乱され具合に着目すれば，b＝0よりも
b＝1．0の方がより異方圧密による構造異方性の等方
化の度合いが大きくなっているのが分かる。
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6．強度特性の定式化
　切出し角β及び圧密履歴の相違が，強度特性に及ぼ
す影響の定式化を試みた。CIU，　CKoU両試験におけ
るb値の違いによる強度出現を，切出し角βを変数と
する高次方程式で近似すると，βの三次曲線が最も
Fig．9の実測値と一致した。
　Fig．11（a）（b）はそれぞれ，　CIU，　CKoU両試験におけ
る破壊時の有効応力比の実測値と三次曲線との相関関
係を示している。CIUの方がCKoUよりも三次曲線
と一致しているが，どちらも高い相関性を示しており，
今後構造異方性を考慮した力学特性のモデル化には，
この切出し角βを変数とした三次式を導入して行く予
定である。
7．結　論
　一連の試験結果から，構造異方性を有する飽和沖積
粘土に関して，次の諸特性が明らかになった。
　1）一方向拘束圧密においてε3の収束値は，β＝
90。の場合ゼロであり，βの減少に伴い膨張が増大す
る。
　2）二方向拘束圧密（Ko圧密）において，堆積面
の法線方向により膨張しようとするひずみをゼロに制
御するには，圧密開始時の初期応力の違いにかかわら
ず，切出し角βの減少に伴って，より大きな反力を必
要とする。すなわち，Ko圧密（ε2＝ε3＝0）におけ
る，ε2，ε3方向の静止土圧係数K12とK13の比は，構
造異方性への有力な指標となり得る。また，初期応力
の違いは構造異方性の保持に影響を与える。
　3）破壊時の間隙水圧（△U1σ，）∫，有効応力比（σ∫ノ
σの∫ともに圧縮（b＝0）がβの影響が最も小さく，
伸張側（b；0．5～1．0）で切出し角βの影響を強く受
ける。
　4）CKoUは，　CIUよりもβの影響が小さく，よ
り力学特性が等方化している。圧密履歴の相違（等方
・異方）が，付与されている構造異方性の等方化に差
異をもたらす。
　5）切出し角βと破壊時の有効応力比の関係は，β
を変数とする三次式で表される。
　6）構造異方性を有する実地盤を考慮する場合には，
荷重中心直下の主働域（b＝0）から受働域（b＝1）
に移行するに伴い構造異方性の強度特性に与える影響
が大きく変化することに，十分留意しなければならな
い。
8．あとがき
破壊時の間隙水圧，有効応力比ともに圧縮側が切出
し角の影響が最も小さく，伸張側で切出し角βの影響
を強く受ける事実，および圧縮側と伸張側で強度特性
が逆転する事実は，構造異方性を有する地盤の支持力，
安定解析にとって重要である。今後は本研究の成果を
踏まえ，Fig．2に示すように構造異方性の定量化及び，
三主応力下における力学特性のモデル化を行い，さら
には構造異方性を考慮した実地盤の経時的変形安定解
析手法の構築に努めて行きたい。
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